
 

下水道 GX の取り組みについて 

 

１．はじめに 

恵庭市は、2022 年 6 月、脱炭素社会の実現に向けて 2050 年までに温室効果ガス（以下 GHG）

の排出を実質ゼロにする「ゼロカーボンシティ」の実現を目指すことを宣言しました。 

下水道事業は、市の事務事業の中でも多くの電力を消費することから、率先して GHG 排出量を

削減する必要があります。現在、「恵庭市下水道ビジョン・経営戦略」や「恵庭市下水道事業地球

温暖化対策推進計画（恵庭市下水道 GX プラン）」に基づき、積極的に GX 施策の具現化に取り  

組んでいます。 

 

２．恵庭市下水道 GX プランについて 

本計画は、本市下水道事業における“GHG 排出量の削減に関する個別計画”です。 

平成 25 年度を基準年度とし、2030 年（R12）年度には基準年度の排出量から 50％以上の

削減、そして 2050 年（R32）に排出量ゼロとする目標を設定しています。 

下水道事業の GHG 排出量は電気使用に伴うものが最も多くを占め（約 8 割）、市の事務事業 

全体の約 4 割（R5 実績）に相当します。次いで下水処理プロセスなどに伴う排出量が占め、その

主な GHG は二酸化炭素やメタンです。本計画では、こうした GHG 排出量の現状と削減目標を

見える化し、施策の達成度を評価しています。 

 

３．主な下水道 GX の取り組み 

 ・生ごみ・し尿浄化槽汚泥を終末処理場で受入れ、バイオガス発電を実施（FIT 事業） 

（R2.4 稼働） GHG 削減効果は 2,000t-CO2/年 

  ・終末処理場未利用地を活用した民間事業者による太陽光発電オンサイト PPA 事業を実施 

（電力購入計画契約）（R7.4 稼働） GHG 削減効果は 160t-CO2/年 

  ・終末処理場の電力を盤尻地区の水力発電所で発電した再生可能エネルギー電力に切替 

（RE100 対応再エネ電力）（R7.5 導入） GHG 削減効果は 1,600t-CO2/年 

 

４．さいごに 

こうした下水道 GX の取り組みは下水終末処理場で行っておりますが、処理場の運転管理は  

現在民間事業者に委託しています。民間の技能や創意工夫を活用し、運転管理の効率化を図る  

ため、小規模な修繕業務を含んだ包括的民間委託を導入し、市がその履行状況を監視・評価する 

ことで、正常で安定的な運転と GX 施策の継続が可能となっております。 

下水道課では、引き続きゼロカーボンの実現に貢献できるよう、下水道 GX の施策に積極的に

取り組み、さらなる GHG 排出量の削減を目指してまいります。 
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